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建築BIM推進会議の
　　検討内容と今後について

ファシリティマネジメントの　　
イノベーション

SXな建築と都市を
　　デザインする

脱炭素と資源循環型社会の
　 　実現に向けて

「戦略総務」の秘訣と
　　　今後求められる
　　　　　　テクノロジー大学設置基準改正などの潮流を踏まえた

        維持管理におけるDXの推進、SXとその先へ

      DXによる新たな施設管理モデル 
「エリア管理」の構築と展開

スクールFM：学校における
         FMを活用した空間づくり

DX・SXの前に！
情報セキュリティ対策の基礎と社員の意識改革

データドリブンなFMを支援する
　　IWMSの事例紹介

流

日本における
ハイブリッドワークプレイスの潮流

ウェルビーイングとワークプレイス

「働く」を考える
多様化するワークスタイルと

ワークバリュー

既存大型オフィスビルにおける
        不動産管理プラットフォームの構築

　　学びの場DX「Smart Campus ：
新しい仮想空間の授業設計」

品質の視点でみた
　サステナブルなファシリティとは

VortexDesignの
　　生産施設建設への導入事例

ESG時代の建築木造化木質化の可能性

　SX時代のファシリティマネジメントを支援する
エコチューニング技術      デジタルツインが変える

オフィスのつくり方

DXによる新たな施設管理モデル「エリア管理」の構築と展開

"新しい価値"はオフィスで創る
イノベイティブな絆を創る

海外での
FMにおける新潮流

　　　　　　　スマート/ サステナブルな
ビルマネジメントを実現する

FM プラットフォームの活用について

FM ISO/JIS 
認証取得企業に訊く

環境配慮契約法の
めざすもの

Global FM Summit 2023 online in Japan

特集号
第17回 日本ファシリティマネジメント大会

ファシリティマネジメント
フォーラム 2023

2023

発行：公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

定価　本体 1,320 円（税込） 

JFMAジャーナルは環境に配慮した
「FSC認証紙」ならび「植物性インキ」を使用しています。
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FM進化論ファシリティマネジメント

▶︎

SPACE

フロアごとにスペースや⼈を管理することで、すべ
てのスペースを最⼤限に活用し、ワークプレイスを
再定義し、スペースニーズを先取りすることができ
ます。

FOUNDATIONS

スペース、サービスリクエスト、在庫を一元的に把
握するために必要なプロセスを管理します。

LEASES

リース管理を合理化することで、期限を守り、不
動産コストを分析することができます。

ASSETS

資産の内容、状態、ライフサイクルデータを完全
に把握し、資本・⼯事計画や設備更新計画に反映
させることができます。

RESERVATIONS

従業員はどこからでもスペースを予約したり、サービ
スを依頼したりすることができ、管理者はアクティビ
ティや優先順位を集中管理することができます。

MAINTENANCE

重要なニーズに合わせて作業や労働⼒を最適化
する予防保全計画により、オペレーションのオー
バーヘッドを削減します。

Archibusは、ファシリティ戦略の立案・業務の効率化に
大きく貢献するシステムに成長します。

統合型ワークプレイス管理システム（IWMS）

Archibus SaaS

御社のニーズに応じて必要なモジュールを追加し、適用業務範囲を拡大しましょう。
多くのファシリティ関連情報の収集、可視化、分析が可能となります。

年間利用料は97.2万円から。利用ユーザー数は無制限。
SaaSだから、システム維持に余計なコストは掛かりません。

● FM 研究・教育
大きく動き始めた公民連携
山本 康友  東京都立大学

● 公共 FM
旧支所の利活用事業における
負債から資産への転換
細谷 夢津美  小田原市

● 防災・減災 
アマチュア無線の
防災活動での活用
上野 勝利  徳島大学 ファシリティマネジメントフォーラム2023に向

けて先入観をなくし、運営上の課題を探る

重綱 鉄哉  JFMA

連載

Topics

● 海外 FMトピックス
さまざまなFMの
ISO規格「ISO 41000シリーズ」が
開発されています
川村 正夫  JFMA

● ファシリティマネジャーの仕事
FMと出会い、自分を
俯瞰的に見る練習ができた
関 琢也  椿本興業株式会社

発行：公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

定価　1,200 円（税込 1,320 円）

JFMAジャーナルは環境に配慮した
「FSC認証紙」ならび「植物性インキ」を使用しています。

公
益
社
団
法
人

日
本
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会

ジ
ャ
フ
マ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
43

J
F

M
A

 J
O

U
R

N
A

L
2

0
2

2
 S

U
M

M
E

R
N

o
.2

0
7

●
特
集全
国
に
広
が
る

パ
ワ
ー

全
国
に
広
が
る
F
M
パ
ワ
ー

3643 2022 SUMMER

No.207

F
M

各
地
で
活
躍
す
る
有
資
格
の
経
営
者
10
人
に
聞
き
ま
し
た
。

有資格の経営者10人へのインタビュー
● 北海道

北海道からはじまった
中古住宅流通の新しいしくみ
株式会社シー・アイ・エス計画研究所  服部 倫史

● 埼玉県
FM的アプローチで
運営、保守、修繕までを総合的に提案
株式会社サイオー  橋本 一憲

● 東京都
説得力のある提案をするためには、
専門的な知識や体系的なノウハウが必要
株式会社アロワーズ  大塚 昭彦

● 三重県
自然と関わりを持つ持続可能な生き方
共衛  三橋 源一

● 滋賀県
ステークホルダーの幸せを
実現することがFMの原点
株式会社田中誠文堂  田中 義信

● 島根県
地方では良・安・早でない選択肢も 
有限会社江角建築事務所  江角 健治

● 広島県
指定管理者制度は、地方にFMを広げる鍵 
株式会社エムケイ興産  宮下 佳昌

● 福岡県
使われていない施設や
小規模施設もマネジメントの対象に  
吉原住宅有限会社  吉原 勝己
企画設計段階から施設運営や
維持管理を考えることが大切 
株式会社トレード    平林 秀一
顔がつながる風土で、
いい関係・いい仕事を生み出す 
株式会社nico  河本 敬嗣

まとめ
FMネットワークの全国への広がりに向けて― 
JFMA の果たす役割―

天津 健太郎   JFMA

巻頭インタビュー
ファシリティマネジメントのイノベーションには
大きな可能性があります
米倉誠一郎   法政大学経営大学院

人材やファシリティへの投資で
企業価値を高めていくことが大切です
望月晴文  東京中小企業投資育成株式会社　

SPACE

フロアごとにスペースや⼈を管理することで、すべ
てのスペースを最⼤限に活⽤し、ワークプレイスを
再定義し、スペースニーズを先取りすることができ
ます。

FOUNDATIONS

スペース、サービスリクエスト、在庫を⼀元的に把
握するために必要なプロセスを管理します。

LEASES

リース管理を合理化することで、期限を守り、不
動産コストを分析することができます。

ASSETS

資産の内容、状態、ライフサイクルデータを完全
に把握し、資本・⼯事計画や設備更新計画に反映
させることができます。

RESERVATIONS

従業員はどこからでもスペースを予約したり、サービ
スを依頼したりすることができ、管理者はアクティビ
ティや優先順位を集中管理することができます。

MAINTENANCE

重要なニーズに合わせて作業や労働⼒を最適化
する予防保全計画により、オペレーションのオー
バーヘッドを削減します。

Archibusは、ファシリティ戦略の立案・業務の効率化に
大きく貢献するシステムに成長します。

統合型ワークプレイス管理システム（IWMS）

Archibus SaaS

御社のニーズに応じて必要なモジュールを追加し、適用業務範囲を拡大しましょう。
多くのファシリティ関連情報の収集、可視化、分析が可能となります。

年間利用料は97.2万円から。利用ユーザー数は無制限。
SaaSだから、システム維持に余計なコストは掛かりません。

株式会社アイスクウェアド
 BLM事業部 IWMS/FMセクション

03-6457-9540 ●受付時間9：00〜18：00 土日祝日を除く

inquiry@isquared.co.jp
〒100-0014 東京都千代田区永田町2-17-4　笠松千代田ビル3F
https://www.isquared.co.jp/

● FM 研究・教育
ゼミは多様な視点で
BIMの理解を深めていく機会
志手 一哉 芝浦工業大学

● 公共 FM
新たな公民連携手法

「トライアル・サウンディング」
堀井 喜良 常総市

● 防災・減災 
台風による災害に備える
寺川 奈津美 気象予報士

FM秋の夜学校2022　
変革の時代のFM－初級講座
佐藤 芳宏  JFMA

連載

Topics

● 海外 FMトピックス
WELL認証の新しい動き
WELL summit 2022 in ARIZONA
似内 志朗 ファシリティデザインラボ

● ファシリティマネジャーの仕事
人と向き合い続けることを
あきらめない
田中 友貴 LINE 株式会社

発行：公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

定価　1,200 円（税込 1,320 円）

JFMAジャーナルは環境に配慮した
「FSC認証紙」ならび「植物性インキ」を使用しています。
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● 総論
コロナ禍の経験を活かし、
未来への成長戦略を描く 
 成田一郎 JFMA 

● 先進事例
分散型ネットワーク社会を目指した
経営変革と社員のリモートワーク 
日本電信電話株式会社  佐藤 孝一
本社機能移転による
ワーケーションと地方創生 
株式会社パソナグループ  松村 卓司・佐藤 晃

● FM先進企業のその後
日常になったリモートワーク
GMOグローバルサイン・ホールディングス株式会社

小林 由佳
この先はテレワークを想定した環境を充実
株式会社 資生堂  下野 勝之
テレワーク導入を機に業務の効率化や
働き方改革を進めています
株式会社FMシステム  柴田 英昭
設備の遠隔管理やオンライン会議など、
全社でDXを加速 
イオンディライト株式会社  小塩 隆之・三浦 栄介

● ビル管理の現場
FM事業のDX化による
事業拡大の可能性と挑戦
綜合警備保障株式会社  小野 誠司
ビルメンテナンス業界に
リモートワークは馴染まない？ 
東京美装興業株式会社  嶋村 浩樹
遠隔監視に向けたメンテナンスの
スマート化への取り組み 
TMES株式会社  折笠 文人

● 調査データから読み解く
ハイブリッドワークプレイス戦略の実践に向けて 
石崎 真弓 株式会社ザイマックス不動産総合研究所

ウェルビーイングと企業の
成長を両立させるためのハイブリッドワーク 
貫名 英一 日本オフィス家具協会(JOIFA)  

テレワークの導入・実施状況の変化と課題
重綱 鉄哉  JFMA

山代 裕彦   日本郵政

千 葉      太   三菱地所

藤本 裕之   清水建設

星　拓 治   竹中工務店

臼 井　賢   日本メックス

山上 拓也   三井不動産

黒田 長裕   日比谷総合設備

JFMA役員 
新任のごあいさつ

● FM 研究・教育
建築のライフサイクル・
マネジメント研究・教育に向けて
赤司 泰義  東京大学

● 防災・減災 
避難所衛生維持と
ビルメンテナンス事業者の可能性
三橋 源一  共衛

連載

Topics

● 海外 FMトピックス
EuroFM/CIFMERS マドリッド大会
松岡 利昌  松岡総合研究所 

● ファシリティマネジャーの仕事
FMとの出会いと
認定ファシリティマネジャー取得を
決意した理由
津金 千惠  株式会社オートバックスセブン 

第17回 日本ファシリティマネジメント大会
プログラムのご案内

重綱 鉄哉  JFMA

発行：公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

定価　1,200 円（税込 1,320 円）

JFMAジャーナルは環境に配慮した
「FSC認証紙」ならび「植物性インキ」を使用しています。
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SPACE

フロアごとにスペースや⼈を管理することで、すべ
てのスペースを最⼤限に活用し、ワークプレイスを
再定義し、スペースニーズを先取りすることができ
ます。

FOUNDATIONS

スペース、サービスリクエスト、在庫を一元的に把
握するために必要なプロセスを管理します。

LEASES

リース管理を合理化することで、期限を守り、不
動産コストを分析することができます。

ASSETS

資産の内容、状態、ライフサイクルデータを完全
に把握し、資本・⼯事計画や設備更新計画に反映
させることができます。

RESERVATIONS

従業員はどこからでもスペースを予約したり、サービ
スを依頼したりすることができ、管理者はアクティビ
ティや優先順位を集中管理することができます。

MAINTENANCE

重要なニーズに合わせて作業や労働⼒を最適化
する予防保全計画により、オペレーションのオー
バーヘッドを削減します。

Archibusは、ファシリティ戦略の立案・業務の効率化に
大きく貢献するシステムに成長します。

統合型ワークプレイス管理システム（IWMS）

Archibus SaaS

御社のニーズに応じて必要なモジュールを追加し、適用業務範囲を拡大しましょう。
多くのファシリティ関連情報の収集、可視化、分析が可能となります。

年間利用料は97.2万円から。利用ユーザー数は無制限。
SaaSだから、システム維持に余計なコストは掛かりません。

特集

巻頭

●取り組み事例
川崎市

多田   寛
島田市 

岩本 達夫 
沼田市

戸部 隆之
国立市

小宮 智典 
墨田区

戸梶　大
● JFMA賞の事例から

公共FMの考え方 
ーJFMA賞から見る公共施設のFM

成田 一郎   JFMA

●政策
公共施設等総合管理計画の
さらなる推進に向けて
総務省 自治財政局  佐藤  弘和 

● 総論
意欲を持って経験を重ねることで
FMの専門知識は身につく
東京都立大学  山本 康友

● 各論
「公共FMの新しいかたち」について考える

一般財団法人 建築保全センター  池澤 龍三
もはや昭和でも平成でもない 

合同会社まちみらい  寺沢 弘樹 

●JFMA賞受賞

●年頭のごあいさつ
山田 匡通    JFMA会長

●2022年度 認定ファシリティマネジャー
　資格試験合格者の声

第17回 日本ファシリティマネジメント大賞
JFMA賞

● 特別インタビュー
FMに正解はなく、常に社会経済の動向、
経営方針を見ながら柔軟に対応していく、
非常に高度な仕事
国土交通省 官庁営繕部   秋月 聡二郎

● 特別寄稿
官庁施設のインフラ長寿命化計画について
国土交通省 官庁営繕部   松本 周介

第17回 日本ファシリティマネジメント大賞　JFMA賞

広告掲載のご案内



JFMA JOURNAL（ジャフマ ジャーナル）は、
日本で唯一のファシリティマネジメントの専門誌です。 
JFMA法人会員、個人会員を中心にした国内のファシリティマネジャー並び
ファシリティマネジメント業務に関与される方々が読者です。 
JFMA JOURNALは弊会ホームページに公開されることがあります。 

掲載サイズ /掲載料金

仕　様 サイズ カラー モノクロ

本文　1 ページ 天地257×左右178mm ― 80,000円

本文　1/2 ページ 天地125×左右178mm ― 40,000円

表 2（表紙の裏）　  1 ページ 天地257×左右178mm 200,000円 ―

表３（裏表紙の裏）1 ページ 天地257×左右178mm 150,000円 ―

表 4（裏表紙）          1 ページ 天地237×左右194mm 200,000円 ―

媒体概要

名  　称：JFMA JOURNAL（ジャフマ ジャーナル）

判  　型：A4 無線綴じ 

発行形態：季刊 / 年 4 冊 

発行部数：3,500 部

発 行 月：1月・4月・7月・10月

JFMA ジャーナルは Amazon ならびにJFMA ホームページから購入可能。
JJ208_COVER_0928.indd   2JJ208_COVER_0928.indd   2 2022/10/05   8:462022/10/05   8:46

新連載●アントレプレナーシップ
建築AIアーキロイドと共創する、
家づくりの未来
佐々木 雅宏  株式会社アーキロイド

● FM 研究・教育
心理学・産業保健から見た
オフィス勤務のメリット
宮中 大介  株式会社ベターオプションズ

● 公共 FM 
公民連携なら、
まずサウンディング型市場調査
相澤 綾子  市原市

● 防災・減災 
災害廃棄物への
取り組みについて
鳥居 ほのか  環境省

連載

● 海外 FMトピックス
ワールドFMデイ2023
松岡 利昌  JFMA理事・フェロー 

● ファシリティマネジャーの仕事
ファシリティマネジャーとして
活躍するということ
下野 勝之  株式会社資生堂 

発行：公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

定価　1,200 円（税込 1,320 円）  

JFMAジャーナルは環境に配慮した
「FSC認証紙」ならび「植物性インキ」を使用しています。
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SPACE

フロアごとにスペースや⼈を管理することで、すべ
てのスペースを最⼤限に活⽤し、ワークプレイスを
再定義し、スペースニーズを先取りすることができ
ます。

FOUNDATIONS

スペース、サービスリクエスト、在庫を⼀元的に把
握するために必要なプロセスを管理します。

LEASES

リース管理を合理化することで、期限を守り、不
動産コストを分析することができます。

ASSETS

資産の内容、状態、ライフサイクルデータを完全
に把握し、資本・⼯事計画や設備更新計画に反映
させることができます。

RESERVATIONS

従業員はどこからでもスペースを予約したり、サービ
スを依頼したりすることができ、管理者はアクティビ
ティや優先順位を集中管理することができます。

MAINTENANCE

重要なニーズに合わせて作業や労働⼒を最適化
する予防保全計画により、オペレーションのオー
バーヘッドを削減します。

Archibusは、ファシリティ戦略の立案・業務の効率化に
大きく貢献するシステムに成長します。

統合型ワークプレイス管理システム（IWMS）

Archibus SaaS 

御社のニーズに応じて必要なモジュールを追加し、適用業務範囲を拡大しましょう。
多くのファシリティ関連情報の収集、可視化、分析が可能となります。

年間利用料は97.2万円から。利用ユーザー数は無制限。
SaaSだから、システム維持に余計なコストは掛かりません。

株式会社アイスクウェアド
 BLM事業部 IWMS/FMセクション

03-6457-9540 ●受付時間9：00〜18：00 土日祝日を除く

inquiry@isquared.co.jp
〒100-0014 東京都千代田区永田町2-17-4　笠松千代田ビル3F
https://www.isquared.co.jp/

特集

● 次世代FM座談会
テクノロジーの進化とこれからの
　　　　　ファシリティマネジメント
●出席者　　

石坂 貴勲  株式会社アイスクウェアド

波多野 弘和 日本郵政株式会社  
広瀬  郁・野口  努 株式会社ワークパス

●ファシリテーター

松岡 利昌 JFMA理事・フェロー 

●ホスピタリティ
ファシリティマネジメントの価値
　　　ーおもてなしを核としたFM
アイング株式会社  飯嶋 寿光 

● 意識改革
本社移転を会社変革の起爆剤に
TMES株式会社  原  芳幸

● 標準化
合併新会社の礎として、 
ISO を活かす取り組み
東洋テックビルサービス株式会社  前場 俊宏

● グローバル展開
コニカミノルタにおける
ファシリティマネジメントの取り組み
ー国内における価値発揮から
　　　　当社グローバル拠点への展開
コニカミノルタ株式会社  玉井 英輔

● ウェルビーイング
「従業員のためのオフィス、
　　　　Wellbeing」の追求
グリー株式会社  野長 兄一

● 健康増進
ファシリティマネジメントが生み出す価値
株式会社イトーキ  八木 佳子

● 経営戦略
グループ成長戦略の実現に向けた
ファシリティ再整備
株式会社竹中工務店  岩崎 太子郎

新連載●つなぐFM
ボランティアの小さな活動をたくさん集めて場をつくる
 ドナルド・マクドナルド・ハウス せたがや   

part 

1
part 

1
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本文　1ページ例 本文　1/2ページ例 表2（表紙の裏）　1ページ例

広告年間掲載 
JFMA ジャーナルは 年 間 1月・
4月・7月・10月の4回 の 発 行 で
す。広告をシリーズで掲載をご
希望 の場合などのために、年
間を通して（4回）の広告掲載も
承っております。その場合の掲
載料金は 割引料金が適用され
ます。  担当者にご相談ください。

●広告掲載についてのお問い合わせは下記までお願いいたします。 

公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会
JFMA JOURNAL (ジャフマジャーナル)  担当：岡崎
TEL:03-6912-1177 　E-MAIL：f-okazaki@jfma.or.jp

●申込締切り  ：  発行月の2ヶ月前   
●原稿入稿締切り：  発行月の３週間前
●原稿入稿仕様：   PDF 完全データの原稿をご入稿ください。 
　雑誌広告デジタル送稿推進協議会が推奨するJ-PDF によるデータ入稿を基準とします。 
　制作参考資料アドレス　https://www.3djma.jp/

表3（裏表紙の裏）　1ページ例

特集の扉ページ

表4（裏表紙）　1ページ例

これまでの特集記事タイトル
近々(2024〜2019）のバックナンバーのタイトルを抜粋

●No.211
FMのチカラ 
ファシリティマネジメントが生み出す価値や役割を明らかにする

●No.210
ファシリティマネジメントフォーラム2023特集号 

●No.209
公共FMの新しいかたち 
マネジメント思考と連携

●No.208
リモートワークの新たな潮流 
経営戦略としてウェルビーイングやDXとともに考える

●No.207
全国に広がるFMパワー 
各地で活躍する有資格の経営者10人に聞きました

●No.206
ファシリティマネジメントフォーラム2022特集号 

●No.205
気候変動とFM 
ファシリティマネジメントの役割

●No.204
ファシリティマネジメントのDX 
人と人をつなぐ、人と場をつなぐ

●No.203
これからの働き方とワークプレイス 
働き方、ワークプレイスの新標準は？

●No.202
ファシリティマネジメントフォーラム2021特集号 

●No.201
SDGsから考えるFMの未来
ニューノーマル社会の先にあるもの

●No.200
コロナ禍における働き方の変化とこれから
FMに求められていること

●No.199
新型コロナウィルス感染症に
いかに対処したか、どう備えるか-FMの視点から

●No.198
ファシリティマネジメントフォーラム2020特集号

4 JFMA JOURNAL       2020 ● SUMMER

新型コロナウイルス感染症に
　  いかに対処したか、どう備えるか

特集
Special Issue

FMの視点から

　新型コロナウイルス（COVID-19）感染拡大により4月7日に緊急事態宣言が 7都府県に、さらに4月16日には全

国に発令されました。5月25日には緊急事態が解除されましたが、まだまだ終息は先のようです。半年前には、想像

もしなかったコロナ禍ですが、世界中をあっという間に別世界へと導きました。

　JFMAでは、公益社団法人として、会員の皆さまをはじめ、広く社会にメッセージを発信していくために、4月21日

～5月1日の間に「コロナに勝つ！－JFMAからのメッセージ－」をホームページに掲載しました。今年 2月に開催したファ

シリティマネジメントフォーラムの講演の一部や調査研究部会からの寄稿を8回にわたり掲載しました。その後、ご要望

があり、その内容を小冊子にまとめています。

　感染拡大を受け、多くの企業が在宅勤務に移行する一方で、医療、介護や保育、エネルギー、通信、物流、食品など、

社会の機能を支える現場では感染リスク拡大の中、勤務を続けられたたくさんの方がいました。感謝の念とともに、私

たちの日常には、多くの人の仕事があることを改めて痛感しました。

　コロナ禍により、経済システムから日常生活に至るまで、あらゆることが影響を受けました。コロナ禍を契機に企業は

事業の見直しや新たな戦略が必要になり、個人レベルでは働き方や生き方、家族との関係などを考える機会になりました。

　特集では、FM先進企業に新型コロナウイルスへの対応の基本的な考え方、本業での取り組みから、BCPや

ABWの展開による在宅勤務の導入など、先進的なFM実践企業の対応をご紹介します。またJFMAホームページ

掲載の「コロナに勝つ！－JFMAからのメッセージ－」の中から、調査研究部会やユーザー懇談会から寄せられた記事

を新たに加筆いただき掲載しています。新しい生活様式におけるFMやワークプレイス、働き方の参考になれば幸いで

す。また刻 と々変わる状況の中でお忙しく、さらに将来の予測がむずかしい時期にご寄稿および取材にご協力いただい

た方 に々お礼を申しあげます。

＊特集記事の内容は執筆時あるいは校正時のものです。
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新型コロナウイルス感染症に
　  いかに対処したか、どう備えるか
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世界の感染者数上位30カ国 累計
感染者数 ：1,129万4,859 ● 死者数 ： 531,438
2020年7月5日 21：00時点
米ジョンズ・ホプキンス大学の「COVID-19 Dashboard」より

新型コロナウイルス感染症の
国内発生動向 
確定週別人数の推移
2020年7月1日18：00時点

厚生労働省ホームページ
国内の患者発生に「関する参考資料より

【註1】チャーター機、クルーズ船案件は除く 
【註2】医療機関からの届出情報との突合前

有症者 無症者 症状確認中
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ファシリティマネジメントの国際標準特集
Special Issue ISO41000シリーズ

世界のベストプラクティスが集約されたFMのISO 

FMの高度化、効率化に有効な
ツールとして、上手に使いこなしたい
　FM の ISO ができて、これまでバラバラだった

FM の概念や用語が統一され、ISO の要求事項にそっ

て PDCA を回していくことで効率的な FM が実現

できるといった期待が高まっています。一方で、

FM の ISO ができたことは知っているけれど、詳し

いことはよく分からない…。認証を取得するとど

んなメリットがあるのだろう…。FM に携わる多く

の方がこのような疑問を持たれているのではない

でしょうか。そこで今号では FM の ISO について

特集します。

　今年 2 月に開催された日本ファシリティマネジ

メントフォーラムの中で行われたグローバル FM シ

ンポジウム「企業力向上のための経営マネジメン

ト－国際標準 ISO の活用－」は FM の ISO を知る

上でとても参考になりました。経済産業省の黒田

浩司国際標準課長は基調講演の中で、ISO 41001 の

ようなマネジメント規格の認証取得は、組織の社

会的地位や信用獲得に直結し、さらに組織の改善

にも役立つと述べられました。

　ISO FM 専門委員会の長澤泰委員長は、これまで

の経緯と日本の果たした役割について述べられまし

た。さらに国内初の ISO 41001 認証を取得されたイ

オンディライトの四方基之さん、アセットマネジメ

ントの ISO 55001 を取得された白糸ハイランドウェ

イの中川均さんによるプレゼンテーションでは、経

営に貢献する FM や AM の実践や標準化のメリット

が語られました。その後、コーディネーターの松岡

利昌さんの進行により、ゲストパネリストの三菱地

9SUMMER● 2019 　JFMA JOURNAL

ISO41000シリーズ 企業力向上のための経営マネジメント

所の竹本晋さんとプレゼンター 3 人によるパネル

ディスカッションが行われました。今号は、このシ

ンポジウムのご登壇者をはじめ、ISO の専門家など、

さまざまな方にご寄稿をお願いしました。

　特集に合わせて、JFMA では法人会員、公共特別

会員に向けて ISO に関するアンケート調査を実施

しました。ISO 41001 が発行してから 1 年が経ちま

したが、公共特別会員では半数近く、法人会員で

は 1/3 以上が FM の ISO が発行されたことを知ら

なかったという結果でした。一方で、ISO の認証取

得により、効率的な FM 業務の推進に役立つ、トッ

プや経営層に FM が認識されるなど、さまざまな効

果が期待できると考えられていることも分かりま

した（詳しくは P22 をご覧ください）。

　また企業でファシリティマネジメントに携わる

方々による座談会や海外の動きなども紹介してい

ます。自国の FM をどう進めていくかが検討され、

国内の規格化を進める国も。アラブ首長国連邦な

どでは取得の動きが活発になっています。

　実は、今回の企画は、ISO 41001 シリーズが発

行されるかなり前から構想していました。そして、

発行から 1 年が過ぎ、満を持しての特集です。し

かし、これで終わりではないと考えています。今

回は、国内第一号の認証取得をされたイオンディ

ライトさんの事例を紹介していますが、それに続

く認証取得企業（組織）が次々と出て、ISO のさま

ざまな運用事例や効果などを、いつかご紹介でき

ればと思っています。
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●
視点で考える
これからのワークプレイス ❶FM特集

Special Issue

人財の力を最大化するための場づくり

　ICT の進歩やグローバル化、少子高齢化など、経営環境

は大きく変わっています。そのスピードは速く、変化に対

応できない企業は生き残れないともいわれています。政

府は、長時間労働の是正、生産性の向上、女性の活躍など

を掲げ、2016年9月に「働き方改革実現推進室」を設置し、

働き方改革を進めています。多くの企業でも働き方改革

に取り組み始めていますが、業務の見直しもせずに残業

禁止をするなど、本質的な課題解決になっていない場合

や働き方改革自体が目的化しているケースも多いように

思います。

　働き方改革のゴールを経営戦略の視点で考えると、業

務の効率化によって、人を付加価値の高い製品やサービ

スの開発にあて、新たなビジネスモデルを創り出すことで

はないでしょうか。働く人の視点で考えると、多様性の尊

重やワークライフバランスの実現、心や身体の健康、生き

がいや幸福の実現があげられます。これらはファシリティ

マネジメント（FM）の目的とほぼ重なっています。FMは経

営戦略的な視点から、企業や団体などが保有または使用

する施設やそれらの利用環境を総合的かつ統括的に企

画、管理、活用する経営活動です。施設の改革によって経

営の効率が向上し、顧客、従業員などの施設利用者にとっ

て快適で魅力的な施設を実現します。 JFMAでは、ワーク

プレイスをFM の大きなテーマのひとつと考えてきまし

た。ワークプレイスと生産性、知識創造のための場づくり、

コミュニケーションを活性化するための環境整備など、

FM の調査研究による知見は、働き方改革を進めるうえで

も役立ちます。さらに従来型の「オフィス」だけでなく、リ

モートワークやフューチャーセンター、コワーキングなど、

「働く場」は広がり、多様化しています。これらをマネジメ

ントしていくためには新たな発想も必要です。

　今号と次号では「FM 視点で考えるこれからのワークプ

レイス」を特集します。今号では、主に企業や行政が働き

方を変えるために自分たちのワークプレイスをどう考え、

どう変えていったかを紹介します。次号では、主にワークプ

レイスを提供する側の視点から、まちづくりや建築とワー

クプレイスを取り上げる予定です。
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視点で考える
これからのワークプレイス ❶

＊本特集ではそれぞれの企業や団体の考え方を尊重し、ワークプレイス、オフィスについての明確な定義や使い分けはしていません。

働き方改革を実現するための最新のICTを備えた

富士通デジタル・トランスフォーメーション・センターは、イノベーションのための共創の場となっている。

チームワーク向上をめざすサイボウズはグループウェアを活用し、

移転のプロセスやコンセプトを社内で共有し、社員の意見を反映しながらワークプレイスを構築。

マース ジャパンリミテッドは、ウェルビーイング発想で、

ドリンクやペットとの触れ合いを通して、自由に、自分らしく働く「場」を実現。

全国の自治体に先駆けオフィス改革に取り組む愛媛県西
せ い よ

予市では、

ワークショップや段階的な試行でフリーアドレスを実現。議会でもペーパーレスが進んでいる。

総務省行政管理局では、若手職員によるオフィス改革を実施し、

フリーアドレス、ペーパーレスで公務員の働き方を抜本的に変えた。

日本を代表するオフィス街、丸の内の再開発を進めている三菱地所では、

戦略的移転による働き方改革に取り組んでいる。新たにファシリティマネジメント室も創設。

福島第一原子力発電所では、2015年3月に福島給食センターを開所し、

構内の作業従事者を対象に3,000 食/日を提供して労働環境改善を実現。
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新連載●アントレプレナーシップ
建築AIアーキロイドと共創する、
家づくりの未来
佐々木 雅宏  株式会社アーキロイド

● FM 研究・教育
心理学・産業保健から見た
オフィス勤務のメリット
宮中 大介  株式会社ベターオプションズ

● 公共 FM 
公民連携なら、
まずサウンディング型市場調査
相澤 綾子  市原市

● 防災・減災 
災害廃棄物への
取り組みについて
鳥居 ほのか  環境省

連載

● 海外 FMトピックス
ワールドFMデイ2023
松岡 利昌  JFMA理事・フェロー 

● ファシリティマネジャーの仕事
ファシリティマネジャーとして
活躍するということ
下野 勝之  株式会社資生堂 

発行：公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

定価　1,200 円（税込 1,320 円）  

JFMAジャーナルは環境に配慮した
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SPACE

フロアごとにスペースや⼈を管理することで、すべ
てのスペースを最⼤限に活⽤し、ワークプレイスを
再定義し、スペースニーズを先取りすることができ
ます。

FOUNDATIONS

スペース、サービスリクエスト、在庫を⼀元的に把
握するために必要なプロセスを管理します。

LEASES

リース管理を合理化することで、期限を守り、不
動産コストを分析することができます。

ASSETS

資産の内容、状態、ライフサイクルデータを完全
に把握し、資本・⼯事計画や設備更新計画に反映
させることができます。

RESERVATIONS

従業員はどこからでもスペースを予約したり、サービ
スを依頼したりすることができ、管理者はアクティビ
ティや優先順位を集中管理することができます。

MAINTENANCE

重要なニーズに合わせて作業や労働⼒を最適化
する予防保全計画により、オペレーションのオー
バーヘッドを削減します。

Archibusは、ファシリティ戦略の立案・業務の効率化に
大きく貢献するシステムに成長します。

統合型ワークプレイス管理システム（IWMS）

Archibus SaaS 

御社のニーズに応じて必要なモジュールを追加し、適用業務範囲を拡大しましょう。
多くのファシリティ関連情報の収集、可視化、分析が可能となります。

年間利用料は97.2万円から。利用ユーザー数は無制限。
SaaSだから、システム維持に余計なコストは掛かりません。

株式会社アイスクウェアド
 BLM事業部 IWMS/FMセクション

03-6457-9540 ●受付時間9：00〜18：00 土日祝日を除く

inquiry@isquared.co.jp
〒100-0014 東京都千代田区永田町2-17-4　笠松千代田ビル3F
https://www.isquared.co.jp/

特集

● 次世代FM座談会
テクノロジーの進化とこれからの
　　　　　ファシリティマネジメント
●出席者　　

石坂 貴勲  株式会社アイスクウェアド

波多野 弘和 日本郵政株式会社  
広瀬  郁・野口  努 株式会社ワークパス

●ファシリテーター

松岡 利昌 JFMA理事・フェロー 

●ホスピタリティ
ファシリティマネジメントの価値
　　　ーおもてなしを核としたFM
アイング株式会社  飯嶋 寿光 

● 意識改革
本社移転を会社変革の起爆剤に
TMES株式会社  原  芳幸

● 標準化
合併新会社の礎として、 
ISO を活かす取り組み
東洋テックビルサービス株式会社  前場 俊宏

● グローバル展開
コニカミノルタにおける
ファシリティマネジメントの取り組み
ー国内における価値発揮から
　　　　当社グローバル拠点への展開
コニカミノルタ株式会社  玉井 英輔

● ウェルビーイング
「従業員のためのオフィス、
　　　　Wellbeing」の追求
グリー株式会社  野長 兄一

● 健康増進
ファシリティマネジメントが生み出す価値
株式会社イトーキ  八木 佳子

● 経営戦略
グループ成長戦略の実現に向けた
ファシリティ再整備
株式会社竹中工務店  岩崎 太子郎

新連載●つなぐFM
ボランティアの小さな活動をたくさん集めて場をつくる
 ドナルド・マクドナルド・ハウス せたがや   

part 

1
part 

1
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広告年間掲載 
JFMA ジャーナルは 年 間 1月・
4月・7月・10月の4回 の 発 行 で
す。広告をシリーズで掲載をご
希望 の場合などのために、年
間を通して（4回）の広告掲載も
承っております。その場合の掲
載料金は 割引料金が適用され
ます。  担当者にご相談ください。

●広告掲載についてのお問い合わせは下記までお願いいたします。 

公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会
JFMA JOURNAL (ジャフマジャーナル)  担当：岡崎
TEL:03-6912-1177 　E-MAIL：f-okazaki@jfma.or.jp

●申込締切り  ：  発行月の2ヶ月前   
●原稿入稿締切り：  発行月の３週間前
●原稿入稿仕様：   PDF 完全データの原稿をご入稿ください。 
　雑誌広告デジタル送稿推進協議会が推奨するJ-PDF によるデータ入稿を基準とします。 
　制作参考資料アドレス　https://www.3djma.jp/

表3（裏表紙の裏）　1ページ例

特集の扉ページ

表4（裏表紙）　1ページ例

これまでの特集記事タイトル
近々(2024〜2019）のバックナンバーのタイトルを抜粋

●No.211
FMのチカラ 
ファシリティマネジメントが生み出す価値や役割を明らかにする

●No.210
ファシリティマネジメントフォーラム2023特集号 

●No.209
公共FMの新しいかたち 
マネジメント思考と連携

●No.208
リモートワークの新たな潮流 
経営戦略としてウェルビーイングやDXとともに考える

●No.207
全国に広がるFMパワー 
各地で活躍する有資格の経営者10人に聞きました

●No.206
ファシリティマネジメントフォーラム2022特集号 

●No.205
気候変動とFM 
ファシリティマネジメントの役割

●No.204
ファシリティマネジメントのDX 
人と人をつなぐ、人と場をつなぐ

●No.203
これからの働き方とワークプレイス 
働き方、ワークプレイスの新標準は？

●No.202
ファシリティマネジメントフォーラム2021特集号 

●No.201
SDGsから考えるFMの未来
ニューノーマル社会の先にあるもの

●No.200
コロナ禍における働き方の変化とこれから
FMに求められていること

●No.199
新型コロナウィルス感染症に
いかに対処したか、どう備えるか-FMの視点から

●No.198
ファシリティマネジメントフォーラム2020特集号
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新型コロナウイルス感染症に
　  いかに対処したか、どう備えるか

特集
Special Issue

FMの視点から

　新型コロナウイルス（COVID-19）感染拡大により4月7日に緊急事態宣言が 7都府県に、さらに4月16日には全

国に発令されました。5月25日には緊急事態が解除されましたが、まだまだ終息は先のようです。半年前には、想像

もしなかったコロナ禍ですが、世界中をあっという間に別世界へと導きました。

　JFMAでは、公益社団法人として、会員の皆さまをはじめ、広く社会にメッセージを発信していくために、4月21日

～5月1日の間に「コロナに勝つ！－JFMAからのメッセージ－」をホームページに掲載しました。今年 2月に開催したファ

シリティマネジメントフォーラムの講演の一部や調査研究部会からの寄稿を8回にわたり掲載しました。その後、ご要望

があり、その内容を小冊子にまとめています。

　感染拡大を受け、多くの企業が在宅勤務に移行する一方で、医療、介護や保育、エネルギー、通信、物流、食品など、

社会の機能を支える現場では感染リスク拡大の中、勤務を続けられたたくさんの方がいました。感謝の念とともに、私

たちの日常には、多くの人の仕事があることを改めて痛感しました。

　コロナ禍により、経済システムから日常生活に至るまで、あらゆることが影響を受けました。コロナ禍を契機に企業は

事業の見直しや新たな戦略が必要になり、個人レベルでは働き方や生き方、家族との関係などを考える機会になりました。

　特集では、FM先進企業に新型コロナウイルスへの対応の基本的な考え方、本業での取り組みから、BCPや

ABWの展開による在宅勤務の導入など、先進的なFM実践企業の対応をご紹介します。またJFMAホームページ

掲載の「コロナに勝つ！－JFMAからのメッセージ－」の中から、調査研究部会やユーザー懇談会から寄せられた記事

を新たに加筆いただき掲載しています。新しい生活様式におけるFMやワークプレイス、働き方の参考になれば幸いで

す。また刻 と々変わる状況の中でお忙しく、さらに将来の予測がむずかしい時期にご寄稿および取材にご協力いただい

た方 に々お礼を申しあげます。

＊特集記事の内容は執筆時あるいは校正時のものです。
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新型コロナウイルス感染症に
　  いかに対処したか、どう備えるか
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世界の感染者数上位30カ国 累計
感染者数 ：1,129万4,859 ● 死者数 ： 531,438
2020年7月5日 21：00時点
米ジョンズ・ホプキンス大学の「COVID-19 Dashboard」より

新型コロナウイルス感染症の
国内発生動向 
確定週別人数の推移
2020年7月1日18：00時点

厚生労働省ホームページ
国内の患者発生に「関する参考資料より

【註1】チャーター機、クルーズ船案件は除く 
【註2】医療機関からの届出情報との突合前

有症者 無症者 症状確認中
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ファシリティマネジメントの国際標準特集
Special Issue ISO41000シリーズ

世界のベストプラクティスが集約されたFMのISO 

FMの高度化、効率化に有効な
ツールとして、上手に使いこなしたい
　FM の ISO ができて、これまでバラバラだった

FM の概念や用語が統一され、ISO の要求事項にそっ

て PDCA を回していくことで効率的な FM が実現

できるといった期待が高まっています。一方で、

FM の ISO ができたことは知っているけれど、詳し

いことはよく分からない…。認証を取得するとど

んなメリットがあるのだろう…。FM に携わる多く

の方がこのような疑問を持たれているのではない

でしょうか。そこで今号では FM の ISO について

特集します。

　今年 2 月に開催された日本ファシリティマネジ

メントフォーラムの中で行われたグローバル FM シ

ンポジウム「企業力向上のための経営マネジメン

ト－国際標準 ISO の活用－」は FM の ISO を知る

上でとても参考になりました。経済産業省の黒田

浩司国際標準課長は基調講演の中で、ISO 41001 の

ようなマネジメント規格の認証取得は、組織の社

会的地位や信用獲得に直結し、さらに組織の改善

にも役立つと述べられました。

　ISO FM 専門委員会の長澤泰委員長は、これまで

の経緯と日本の果たした役割について述べられまし

た。さらに国内初の ISO 41001 認証を取得されたイ

オンディライトの四方基之さん、アセットマネジメ

ントの ISO 55001 を取得された白糸ハイランドウェ

イの中川均さんによるプレゼンテーションでは、経

営に貢献する FM や AM の実践や標準化のメリット

が語られました。その後、コーディネーターの松岡

利昌さんの進行により、ゲストパネリストの三菱地
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ISO41000シリーズ 企業力向上のための経営マネジメント

所の竹本晋さんとプレゼンター 3 人によるパネル

ディスカッションが行われました。今号は、このシ

ンポジウムのご登壇者をはじめ、ISO の専門家など、

さまざまな方にご寄稿をお願いしました。

　特集に合わせて、JFMA では法人会員、公共特別

会員に向けて ISO に関するアンケート調査を実施

しました。ISO 41001 が発行してから 1 年が経ちま

したが、公共特別会員では半数近く、法人会員で

は 1/3 以上が FM の ISO が発行されたことを知ら

なかったという結果でした。一方で、ISO の認証取

得により、効率的な FM 業務の推進に役立つ、トッ

プや経営層に FM が認識されるなど、さまざまな効

果が期待できると考えられていることも分かりま

した（詳しくは P22 をご覧ください）。

　また企業でファシリティマネジメントに携わる

方々による座談会や海外の動きなども紹介してい

ます。自国の FM をどう進めていくかが検討され、

国内の規格化を進める国も。アラブ首長国連邦な

どでは取得の動きが活発になっています。

　実は、今回の企画は、ISO 41001 シリーズが発

行されるかなり前から構想していました。そして、

発行から 1 年が過ぎ、満を持しての特集です。し

かし、これで終わりではないと考えています。今

回は、国内第一号の認証取得をされたイオンディ

ライトさんの事例を紹介していますが、それに続

く認証取得企業（組織）が次々と出て、ISO のさま

ざまな運用事例や効果などを、いつかご紹介でき

ればと思っています。
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●
視点で考える
これからのワークプレイス ❶FM特集

Special Issue

人財の力を最大化するための場づくり

　ICT の進歩やグローバル化、少子高齢化など、経営環境

は大きく変わっています。そのスピードは速く、変化に対

応できない企業は生き残れないともいわれています。政

府は、長時間労働の是正、生産性の向上、女性の活躍など

を掲げ、2016年9月に「働き方改革実現推進室」を設置し、

働き方改革を進めています。多くの企業でも働き方改革

に取り組み始めていますが、業務の見直しもせずに残業

禁止をするなど、本質的な課題解決になっていない場合

や働き方改革自体が目的化しているケースも多いように

思います。

　働き方改革のゴールを経営戦略の視点で考えると、業

務の効率化によって、人を付加価値の高い製品やサービ

スの開発にあて、新たなビジネスモデルを創り出すことで

はないでしょうか。働く人の視点で考えると、多様性の尊

重やワークライフバランスの実現、心や身体の健康、生き

がいや幸福の実現があげられます。これらはファシリティ

マネジメント（FM）の目的とほぼ重なっています。FMは経

営戦略的な視点から、企業や団体などが保有または使用

する施設やそれらの利用環境を総合的かつ統括的に企

画、管理、活用する経営活動です。施設の改革によって経

営の効率が向上し、顧客、従業員などの施設利用者にとっ

て快適で魅力的な施設を実現します。 JFMAでは、ワーク

プレイスをFM の大きなテーマのひとつと考えてきまし

た。ワークプレイスと生産性、知識創造のための場づくり、

コミュニケーションを活性化するための環境整備など、

FM の調査研究による知見は、働き方改革を進めるうえで

も役立ちます。さらに従来型の「オフィス」だけでなく、リ

モートワークやフューチャーセンター、コワーキングなど、

「働く場」は広がり、多様化しています。これらをマネジメ

ントしていくためには新たな発想も必要です。

　今号と次号では「FM 視点で考えるこれからのワークプ

レイス」を特集します。今号では、主に企業や行政が働き

方を変えるために自分たちのワークプレイスをどう考え、

どう変えていったかを紹介します。次号では、主にワークプ

レイスを提供する側の視点から、まちづくりや建築とワー

クプレイスを取り上げる予定です。
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視点で考える
これからのワークプレイス ❶

＊本特集ではそれぞれの企業や団体の考え方を尊重し、ワークプレイス、オフィスについての明確な定義や使い分けはしていません。

働き方改革を実現するための最新のICTを備えた

富士通デジタル・トランスフォーメーション・センターは、イノベーションのための共創の場となっている。

チームワーク向上をめざすサイボウズはグループウェアを活用し、

移転のプロセスやコンセプトを社内で共有し、社員の意見を反映しながらワークプレイスを構築。

マース ジャパンリミテッドは、ウェルビーイング発想で、

ドリンクやペットとの触れ合いを通して、自由に、自分らしく働く「場」を実現。

全国の自治体に先駆けオフィス改革に取り組む愛媛県西
せ い よ

予市では、

ワークショップや段階的な試行でフリーアドレスを実現。議会でもペーパーレスが進んでいる。

総務省行政管理局では、若手職員によるオフィス改革を実施し、

フリーアドレス、ペーパーレスで公務員の働き方を抜本的に変えた。

日本を代表するオフィス街、丸の内の再開発を進めている三菱地所では、

戦略的移転による働き方改革に取り組んでいる。新たにファシリティマネジメント室も創設。

福島第一原子力発電所では、2015年3月に福島給食センターを開所し、

構内の作業従事者を対象に3,000 食/日を提供して労働環境改善を実現。
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建築BIM推進会議の
　　検討内容と今後について

ファシリティマネジメントの　　
イノベーション

SXな建築と都市を
　　デザインする

脱炭素と資源循環型社会の
　 　実現に向けて

「戦略総務」の秘訣と
　　　今後求められる
　　　　　　テクノロジー大学設置基準改正などの潮流を踏まえた

        維持管理におけるDXの推進、SXとその先へ

      DXによる新たな施設管理モデル 
「エリア管理」の構築と展開

スクールFM：学校における
         FMを活用した空間づくり

DX・SXの前に！
情報セキュリティ対策の基礎と社員の意識改革

データドリブンなFMを支援する
　　IWMSの事例紹介

流

日本における
ハイブリッドワークプレイスの潮流

ウェルビーイングとワークプレイス

「働く」を考える
多様化するワークスタイルと

ワークバリュー

既存大型オフィスビルにおける
        不動産管理プラットフォームの構築

　　学びの場DX「Smart Campus ：
新しい仮想空間の授業設計」

品質の視点でみた
　サステナブルなファシリティとは

VortexDesignの
　　生産施設建設への導入事例

ESG時代の建築木造化木質化の可能性

　SX時代のファシリティマネジメントを支援する
エコチューニング技術      デジタルツインが変える

オフィスのつくり方

DXによる新たな施設管理モデル「エリア管理」の構築と展開

"新しい価値"はオフィスで創る
イノベイティブな絆を創る

海外での
FMにおける新潮流

　　　　　　　スマート/ サステナブルな
ビルマネジメントを実現する

FM プラットフォームの活用について

FM ISO/JIS 
認証取得企業に訊く

環境配慮契約法の
めざすもの

Global FM Summit 2023 online in Japan

特集号
第17回 日本ファシリティマネジメント大会

ファシリティマネジメント
フォーラム 2023

2023

発行：公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

定価　本体 1,320 円（税込） 

JFMAジャーナルは環境に配慮した
「FSC認証紙」ならび「植物性インキ」を使用しています。
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FM進化論ファシリティマネジメント

▶︎

SPACE

フロアごとにスペースや⼈を管理することで、すべ
てのスペースを最⼤限に活用し、ワークプレイスを
再定義し、スペースニーズを先取りすることができ
ます。

FOUNDATIONS

スペース、サービスリクエスト、在庫を一元的に把
握するために必要なプロセスを管理します。

LEASES

リース管理を合理化することで、期限を守り、不
動産コストを分析することができます。

ASSETS

資産の内容、状態、ライフサイクルデータを完全
に把握し、資本・⼯事計画や設備更新計画に反映
させることができます。

RESERVATIONS

従業員はどこからでもスペースを予約したり、サービ
スを依頼したりすることができ、管理者はアクティビ
ティや優先順位を集中管理することができます。

MAINTENANCE

重要なニーズに合わせて作業や労働⼒を最適化
する予防保全計画により、オペレーションのオー
バーヘッドを削減します。

Archibusは、ファシリティ戦略の立案・業務の効率化に
大きく貢献するシステムに成長します。

統合型ワークプレイス管理システム（IWMS）

Archibus SaaS

御社のニーズに応じて必要なモジュールを追加し、適用業務範囲を拡大しましょう。
多くのファシリティ関連情報の収集、可視化、分析が可能となります。

年間利用料は97.2万円から。利用ユーザー数は無制限。
SaaSだから、システム維持に余計なコストは掛かりません。

● FM 研究・教育
大きく動き始めた公民連携
山本 康友  東京都立大学

● 公共 FM
旧支所の利活用事業における
負債から資産への転換
細谷 夢津美  小田原市

● 防災・減災 
アマチュア無線の
防災活動での活用
上野 勝利  徳島大学 ファシリティマネジメントフォーラム2023に向

けて先入観をなくし、運営上の課題を探る

重綱 鉄哉  JFMA

連載

Topics

● 海外 FMトピックス
さまざまなFMの
ISO規格「ISO 41000シリーズ」が
開発されています
川村 正夫  JFMA

● ファシリティマネジャーの仕事
FMと出会い、自分を
俯瞰的に見る練習ができた
関 琢也  椿本興業株式会社

発行：公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

定価　1,200 円（税込 1,320 円）
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有資格の経営者10人へのインタビュー
● 北海道

北海道からはじまった
中古住宅流通の新しいしくみ
株式会社シー・アイ・エス計画研究所  服部 倫史

● 埼玉県
FM的アプローチで
運営、保守、修繕までを総合的に提案
株式会社サイオー  橋本 一憲

● 東京都
説得力のある提案をするためには、
専門的な知識や体系的なノウハウが必要
株式会社アロワーズ  大塚 昭彦

● 三重県
自然と関わりを持つ持続可能な生き方
共衛  三橋 源一

● 滋賀県
ステークホルダーの幸せを
実現することがFMの原点
株式会社田中誠文堂  田中 義信

● 島根県
地方では良・安・早でない選択肢も 
有限会社江角建築事務所  江角 健治

● 広島県
指定管理者制度は、地方にFMを広げる鍵 
株式会社エムケイ興産  宮下 佳昌

● 福岡県
使われていない施設や
小規模施設もマネジメントの対象に  
吉原住宅有限会社  吉原 勝己
企画設計段階から施設運営や
維持管理を考えることが大切 
株式会社トレード    平林 秀一
顔がつながる風土で、
いい関係・いい仕事を生み出す 
株式会社nico  河本 敬嗣

まとめ
FMネットワークの全国への広がりに向けて― 
JFMA の果たす役割―

天津 健太郎   JFMA

巻頭インタビュー
ファシリティマネジメントのイノベーションには
大きな可能性があります
米倉誠一郎   法政大学経営大学院

人材やファシリティへの投資で
企業価値を高めていくことが大切です
望月晴文  東京中小企業投資育成株式会社　

SPACE

フロアごとにスペースや⼈を管理することで、すべ
てのスペースを最⼤限に活⽤し、ワークプレイスを
再定義し、スペースニーズを先取りすることができ
ます。

FOUNDATIONS

スペース、サービスリクエスト、在庫を⼀元的に把
握するために必要なプロセスを管理します。

LEASES

リース管理を合理化することで、期限を守り、不
動産コストを分析することができます。

ASSETS

資産の内容、状態、ライフサイクルデータを完全
に把握し、資本・⼯事計画や設備更新計画に反映
させることができます。

RESERVATIONS

従業員はどこからでもスペースを予約したり、サービ
スを依頼したりすることができ、管理者はアクティビ
ティや優先順位を集中管理することができます。

MAINTENANCE

重要なニーズに合わせて作業や労働⼒を最適化
する予防保全計画により、オペレーションのオー
バーヘッドを削減します。

Archibusは、ファシリティ戦略の立案・業務の効率化に
大きく貢献するシステムに成長します。

統合型ワークプレイス管理システム（IWMS）

Archibus SaaS

御社のニーズに応じて必要なモジュールを追加し、適用業務範囲を拡大しましょう。
多くのファシリティ関連情報の収集、可視化、分析が可能となります。

年間利用料は97.2万円から。利用ユーザー数は無制限。
SaaSだから、システム維持に余計なコストは掛かりません。

株式会社アイスクウェアド
 BLM事業部 IWMS/FMセクション

03-6457-9540 ●受付時間9：00〜18：00 土日祝日を除く

inquiry@isquared.co.jp
〒100-0014 東京都千代田区永田町2-17-4　笠松千代田ビル3F
https://www.isquared.co.jp/

● FM 研究・教育
ゼミは多様な視点で
BIMの理解を深めていく機会
志手 一哉 芝浦工業大学

● 公共 FM
新たな公民連携手法

「トライアル・サウンディング」
堀井 喜良 常総市

● 防災・減災 
台風による災害に備える
寺川 奈津美 気象予報士

FM秋の夜学校2022　
変革の時代のFM－初級講座
佐藤 芳宏  JFMA

連載

Topics

● 海外 FMトピックス
WELL認証の新しい動き
WELL summit 2022 in ARIZONA
似内 志朗 ファシリティデザインラボ

● ファシリティマネジャーの仕事
人と向き合い続けることを
あきらめない
田中 友貴 LINE 株式会社

発行：公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

定価　1,200 円（税込 1,320 円）

JFMAジャーナルは環境に配慮した
「FSC認証紙」ならび「植物性インキ」を使用しています。
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に
考
え
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● 総論
コロナ禍の経験を活かし、
未来への成長戦略を描く 
 成田一郎 JFMA 

● 先進事例
分散型ネットワーク社会を目指した
経営変革と社員のリモートワーク 
日本電信電話株式会社  佐藤 孝一
本社機能移転による
ワーケーションと地方創生 
株式会社パソナグループ  松村 卓司・佐藤 晃

● FM先進企業のその後
日常になったリモートワーク
GMOグローバルサイン・ホールディングス株式会社

小林 由佳
この先はテレワークを想定した環境を充実
株式会社 資生堂  下野 勝之
テレワーク導入を機に業務の効率化や
働き方改革を進めています
株式会社FMシステム  柴田 英昭
設備の遠隔管理やオンライン会議など、
全社でDXを加速 
イオンディライト株式会社  小塩 隆之・三浦 栄介

● ビル管理の現場
FM事業のDX化による
事業拡大の可能性と挑戦
綜合警備保障株式会社  小野 誠司
ビルメンテナンス業界に
リモートワークは馴染まない？ 
東京美装興業株式会社  嶋村 浩樹
遠隔監視に向けたメンテナンスの
スマート化への取り組み 
TMES株式会社  折笠 文人

● 調査データから読み解く
ハイブリッドワークプレイス戦略の実践に向けて 
石崎 真弓 株式会社ザイマックス不動産総合研究所

ウェルビーイングと企業の
成長を両立させるためのハイブリッドワーク 
貫名 英一 日本オフィス家具協会(JOIFA)  

テレワークの導入・実施状況の変化と課題
重綱 鉄哉  JFMA

山代 裕彦   日本郵政

千 葉      太   三菱地所

藤本 裕之   清水建設

星　拓 治   竹中工務店

臼 井　賢   日本メックス

山上 拓也   三井不動産

黒田 長裕   日比谷総合設備

JFMA役員 
新任のごあいさつ

● FM 研究・教育
建築のライフサイクル・
マネジメント研究・教育に向けて
赤司 泰義  東京大学

● 防災・減災 
避難所衛生維持と
ビルメンテナンス事業者の可能性
三橋 源一  共衛

連載

Topics

● 海外 FMトピックス
EuroFM/CIFMERS マドリッド大会
松岡 利昌  松岡総合研究所 

● ファシリティマネジャーの仕事
FMとの出会いと
認定ファシリティマネジャー取得を
決意した理由
津金 千惠  株式会社オートバックスセブン 

第17回 日本ファシリティマネジメント大会
プログラムのご案内

重綱 鉄哉  JFMA

発行：公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

定価　1,200 円（税込 1,320 円）

JFMAジャーナルは環境に配慮した
「FSC認証紙」ならび「植物性インキ」を使用しています。
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SPACE

フロアごとにスペースや⼈を管理することで、すべ
てのスペースを最⼤限に活用し、ワークプレイスを
再定義し、スペースニーズを先取りすることができ
ます。

FOUNDATIONS

スペース、サービスリクエスト、在庫を一元的に把
握するために必要なプロセスを管理します。

LEASES

リース管理を合理化することで、期限を守り、不
動産コストを分析することができます。

ASSETS

資産の内容、状態、ライフサイクルデータを完全
に把握し、資本・⼯事計画や設備更新計画に反映
させることができます。

RESERVATIONS

従業員はどこからでもスペースを予約したり、サービ
スを依頼したりすることができ、管理者はアクティビ
ティや優先順位を集中管理することができます。

MAINTENANCE

重要なニーズに合わせて作業や労働⼒を最適化
する予防保全計画により、オペレーションのオー
バーヘッドを削減します。

Archibusは、ファシリティ戦略の立案・業務の効率化に
大きく貢献するシステムに成長します。

統合型ワークプレイス管理システム（IWMS）

Archibus SaaS

御社のニーズに応じて必要なモジュールを追加し、適用業務範囲を拡大しましょう。
多くのファシリティ関連情報の収集、可視化、分析が可能となります。

年間利用料は97.2万円から。利用ユーザー数は無制限。
SaaSだから、システム維持に余計なコストは掛かりません。

特集

巻頭

●取り組み事例
川崎市

多田   寛
島田市 

岩本 達夫 
沼田市

戸部 隆之
国立市

小宮 智典 
墨田区

戸梶　大
● JFMA賞の事例から

公共FMの考え方 
ーJFMA賞から見る公共施設のFM

成田 一郎   JFMA

●政策
公共施設等総合管理計画の
さらなる推進に向けて
総務省 自治財政局  佐藤  弘和 

● 総論
意欲を持って経験を重ねることで
FMの専門知識は身につく
東京都立大学  山本 康友

● 各論
「公共FMの新しいかたち」について考える

一般財団法人 建築保全センター  池澤 龍三
もはや昭和でも平成でもない 

合同会社まちみらい  寺沢 弘樹 

●JFMA賞受賞

●年頭のごあいさつ
山田 匡通    JFMA会長

●2022年度 認定ファシリティマネジャー
　資格試験合格者の声

第17回 日本ファシリティマネジメント大賞
JFMA賞

● 特別インタビュー
FMに正解はなく、常に社会経済の動向、
経営方針を見ながら柔軟に対応していく、
非常に高度な仕事
国土交通省 官庁営繕部   秋月 聡二郎

● 特別寄稿
官庁施設のインフラ長寿命化計画について
国土交通省 官庁営繕部   松本 周介

第17回 日本ファシリティマネジメント大賞　JFMA賞

広告掲載のご案内


